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生活科 目標

具体的な活動や体験を通して、身近な
生活に関わる見方・考え方を生かし、自
立し生活を豊かにしていくための資質・
能力を次のとおり育成することを目指す。

(1) 活動や体験の過程において、自分自
身、身近な人々、社会及び自然の特徴や
よさ、それらの関わり等に気付くととも
に、生活上必要な習慣や技能を身に付け
るようにする。

(2) 身近な人々、社会及び自然を自分と
の関わりで捉え、自分自身や自分の生活
について考え、表現することができるよ
うにする。

(3) 身近な人々、社会及び自然に自ら働
きかけ、意欲や自信をもって学んだり生
活を豊かにしたりしようとする態度を養
う。

生活科の特質に応じた学習の在り方を示す部分（柱文）
① 具体的な活動や体験を通す

児童が体全体で身近な環境に直接働きかける創造的な行為が行われるようにする

ことを前提とする。

② 身近な生活に関わる見方・考え方を生かす

身近な人々、社会及び自然を自分との関わりで捉え、よりよい生活に向けて思い

や願いを実現しようとすること（身近な生活に関わる見方・考え方）。

③ 自立し生活を豊かにしていく

幼児期の教育で育まれたことを基礎にしながら、将来の自立に向けてその度合を

高めるとともに、生活科の学びを実生活に生かし、よりよい生活を創造していく。

育成することを目指す資質・能力を示す部分
(1) 「知識及び技能の基礎」

活動や体験の過程において、自分自身、身近な人々、社会及び自然やそれらの関

わり等についての気付きが生まれること、生活上必要な習慣や技能も活用されるも

のとして身に付けることを目指している。

(2) 「思考力、判断力、表現力等の基礎」

思いや願いを実現する過程において、身近な人々、社会及び自然を自分との関わ

りで捉え、自分自身や自分の生活について考えたり表現したりすることができるよ

うにすることを目指している。

(3) 「学びに向かう力、人間性等」

思いや願いの実現に向けて、身近な人々、社会及び自然に自ら働きかけ、意欲や

自信をもって学んだり生活を豊かにしたりしようとすることを繰り返し、それが安

定的に行われるような態度を養うことを目指している。

学習指導要領解説Ｐ10～16



生活科の学習評価

※参考資料は、下記ＵＲＬからダウ
ンロードできます。

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/
shidousiryou.html



生活科における評価

学習指導要領に示された教科の目
標を踏まえて、「評価の観点及び
その趣旨」が作成されている。

資質・能力の三つの柱で再整理した新
学習指導要領の下での指導と評価の一体
化を推進するために、評価の観点につい
てこれらの資質・能力に関わる「知識・
技能」、「思考・判断・表現」、「主体
的に学習に取り組む態度」の３観点に整
理し示された。



「内容のまとまりごとの評価規準」作成の基本的な手順

①「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認する。

②「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。



生活科の内容

生活科の内容
具体的な活動や体験を通して学ぶ
とともに、自分と対象との関わり
を重視するという生活科の特質を
基に、９項目の内容で構成

第３の階層
自分自身の生活や成長に関する内

容、内容(1)～(8)の全ての内容との
関連が考えられる内容

第２の階層
自らの生活を豊かにしていくため

に低学年の時期に体験させておきた
い活動に関する内容

第１の階層
児童の生活圏としての環境に関す

る内容



生活科の内容

生活科の各内容には、一文の中に「児童が直接関わる学習対象や実際
に行われる学習活動等」「思考力、判断力、表現力等の基礎」「知識及
び技能の基礎」「学びに向かう力、人間性等」の四つが構造的に組み込
まれている。

内容(1) 学校と生活
学校生活に関わる活動を通して、学校の施設の様子や学校生

活を支えている人々や友達、通学路の様子やその安全を守って
いる人々などについて考えることができ、学校での生活は様々
な人や施設と関わっていることが分かり、楽しく安心して遊び
や生活をしたり、安全な登下校をしたりしようとする。

「知識及び技能の基礎」
に関すること

「学びに向かう力、人間性等」
に関すること

児童が直接関わる学習対象や
実際に行われる学習活動等

「思考力、判断力、表現力等
の基礎」に関すること

低学年の児童に、よき生活者としての資質・能力を育成していくため
に、実際に対象に触れ、活動することを通して、対象について感じ、考
え、行為していくとともに、その活動によって、対象や自分自身への気
付きが生まれ、それらが相まって学びに向かう力を安定的で持続的な態
度として育成し、確かな行動へと結び付けていくことを重視している。



「内容のまとまりごとの評価規準」作成の基本的な手順

①「内容のまとまり」と「評価の観点」と
の関係を確認する。学校生活に関わる活動を通して、学校の施設の様子や学校生活を支えて

いる人々や友達、通学路の様子やその安全を守っている人々などについて
考えることができ、学校での生活は様々な人や施設と関わっていることが
分かり、楽しく安心して遊びや生活をしたり、安全な登下校をしたりしよ
うとする。

※小学校生活科における「内容のまとまり」と

は、学習指導要領に示された９つの内容の一つ

一つ

※「内容のまとまりごとの評価規準」を作成す

る際のポイント

・それぞれの文末を次のようにする。

（知識・技能）

「分かる」→「分かっている」

（思考・判断・表現）

「考えることができる」→「考えている」

（主体的に学習に取り組む態度）

「しようとする」→「しようとしている」

「内容のまとまり」※内容(1)を例に

②「内容のまとまりごとの評価規準」を作
成する。



「単元の目標」の作成の手順

①単元を構成する内容について、学習指導要領に示された記載事項を確認する。

② ①と具体的な学習対象や活動に即して、単元の目標を作成する。

単元を作成する際の留意点

・生活科において単元を作成するに当たっては、一つの内容で単元を構成

する場合と、複数の内容で単元を構成する場合が考えられる。

・複数の内容を組み合わせて単元を構成する場合は、各内容に示された資

質・能力の一部が単元から欠けることがないように気を付ける。



「単元の目標」の作成の手順

この例では、一文で示した単元の目標の

中に「児童が直接関わる学習対象や実際に

行われる学習活動等」「思考力、判断力、

表現力等の基礎」「知識及び技能の基礎」

「学びに向かう力、人間性等」の四つが構

造的に組み込まれている。

単元の目標

モルモットを飼育する活動を通して、モルモットの変
化や成長の様子に関心をもって働きかけ、モルモットに
合った世話の仕方があることや生命をもっていることや
成長していることに気付き、モルモットへの親しみをも
ち、生き物を大切にすることができるようにする。

内容(7) 動植物の飼育・栽培

動物を飼ったり植物を育てたりする活動を通して、そ
れらの育つ場所、変化や成長の様子に関心をもって働き
かけることができ、それらは生命をもっていることや成
長していることに気付くとともに、生き物への親しみを
もち、大切にしようとする。

①単元を構成する内容について、学習指
導要領に示された記載事項を確認する。

② ①と具体的な学習対象や活動に即して、
単元の目標を作成する。

一つの内容で単元を構成した場合 ※内容(7)を例に



「単元の評価規準」及び「小単元の評価規準」の作成の手順

①単元の目標を確認する。

②単元の目標に示された資質・能力を踏まえ、単元の評価規準を作成する。

③学習指導要領解説において、各内容に示された資質・能力に関する記述を確
認するとともに、「具体的な内容のまとまりごとの評価規準(例)」を参考に、
小単元の評価規準を作成する。

「内容のまとまりごとの評価規準」をより具体的
に例示したもの（参考資料の巻末資料に掲載）



「単元の評価規準」及び「小単元の評価規準」の作成の手順

①単元の目標を確認する。

②単元の目標に示された
資質・能力を踏まえ、単
元の評価規準を作成する。

一つの内容で単元を構成した場合 ※内容(7)を例に



「単元の評価規準」及び「小単元の評価規準」の作成の手順

③学習指導要領解説において、各内容に示された資
質・能力に関する記述を確認するとともに、「具
体的な内容のまとまりごとの評価規準(例)」を参
考に、小単元の評価規準を作成する。

参考資料 Ｐ80 参考資料 Ｐ44

一つの内容で単元を構成した場合 ※内容(7)を例に



「単元の目標」の作成の手順

複数の内容を組み合わせて単元を構成

する場合は、各内容に示された資質・能

力の一部が単元から欠けることがないよ

うに気を付ける。

単元の目標

秋の自然を見付けたり遊んだりする活動を通して、秋とその他の季節

との違いや特徴を見付けたり、遊びや遊びに使う物を工夫してつくった

りして、秋の自然の様子や夏から秋への変化、それを利用した遊びの面
白さに気付くとともに、季節の変化を取り入れ自分の生活を楽しくした

り、みんなと楽しみながら遊びを創り出そうとしたりすることができる

ようにする。

内容(5) 季節の変化と生活
身近な自然を観察したり、季節や地域の行事に関わったりするなど

の活動を通して、それらの違いや特徴を見付けることができ、自然の
様子や四季の変化、季節によって生活の様子が変わることに気付くと
ともに、それらを取り入れ自分の生活を楽しくしようとする。
内容(6) 自然や物を使った遊び

身近な自然を利用したり、身近にある物を使ったりするなどして遊
ぶ活動を通して、遊びや遊びに使う物を工夫してつくることができ、
その面白さや自然の不思議さに気付くとともに、みんなと楽しみなが
ら遊びを創り出そうとする。

①単元を構成する内容について、学習指
導要領に示された記載事項を確認する。

② ①と具体的な学習対象や活動に即して、
単元の目標を作成する。

二つの内容で単元を構成した場合 ※内容(5)(6)を例に



「単元の評価規準」及び「小単元の評価規準」の作成の手順

①単元の目標を確認する。

②単元の目標に示された
資質・能力を踏まえ、単
元の評価規準を作成する。

二つの内容で単元を構成した場合 ※内容(5)(6)を例に



「単元の評価規準」及び「小単元の評価規準」の作成の手順

③学習指導要領解説において、各内容に示された資
質・能力に関する記述を確認するとともに、「具
体的な内容のまとまりごとの評価規準(例)」を参
考に、小単元の評価規準を作成する。

参考資料 Ｐ59

二つの内容で単元を構成した場合 ※内容(5)(6)を例に

参考資料 Ｐ78

参考資料 Ｐ79



観点ごとの「評価規準」の作成のポイント
（１）知識・技能

「知識・技能」の観点については、

①気付きが自覚されること、②個別の気付きが相互に関連付くこと

③対象のみならず自分自身についての気付きが生まれること

を気付きの質の高まりとして見取ることが大切である。また、生活上必要な習慣や技能

については、特定の習慣や技能を取り出して指導するのではなく、思いや願いを実現す

る過程において身に付けていくものであることに留意する必要がある。

「知識・技能」のうち、技能に関する評価規準(例)
・評価規準の構造を「△△において（の際）、○○している」などとして作成する。

※ △△には学習活動を、○○には学習指導要領解説生活編（Ｐ14）に示された習慣や
技能を参考にして、具体を記述する。

「知識・技能」のうち、知識に関する評価規準(例)
・評価規準の構造を「○○に気付いている」、「○○が分かっている」などとして作成。

※ ○○には、気付きなど知識の基礎の具体を記述する。



観点ごとの「評価規準」の作成のポイント
（２）思考・判断・表現

「思考・判断・表現」の観点については、

①見付ける、②比べる、③たとえるなど、分析的に考えること、

④試す、⑤見通す、⑥工夫するなど、創造的に考えることを踏まえる必要がある。

「思考・判断・表現」に関する評価規準(例)

・評価規準の構造を「○○して（しながら）、△△している」などとして作成する。

※ ○○には、具体的な学習活動において期待する思考を、△△には具体的な児童の姿を記述

する。
※ 思考を具体的に表したものとして、

①見付けて…思い起こして、感じて、気にしながら、意識しながら など

②比べて…特徴でまとめながら、違いで分けて、順序を考えながら など
③たとえて…知っていることで表しながら、関連付けながら、置き換えて、見立てて など

④試して…実際に確かめながら、調べたりやってみたりして、練習しながら など

⑤見通して…思い描きながら、予想しながら、振り返って など
⑥工夫して…生かしながら、見直して など

※ 具体的な児童の姿として、以下が考えられる。

・観察している、関わっている、記録している、方法を決めている、表している、集めて
いる、楽しんでいる、遊んでいる、交流している、捉えている、知らせている、利用し

ている、伝え合っている、計画を立てている など



観点ごとの「評価規準」の作成のポイント
（３）主体的に学習に取り組む態度

「主体的に学習に取り組む態度」の観点については、

①「粘り強さ」…思いや願いの実現に向かおうとしていること

②「学習の調整」…状況に応じて自ら働きかけようとしていること

③「実感や自信」…意欲や自信をもって学んだり生活を豊かにしたりしようとすること

を繰り返し、安定的に行おうとしていること

などを踏まえる必要がある。

「主体的に学習に取り組む態度」に関する評価規準(例)
・評価規準の構造を「○○し、△△しようとしている」などとして作成する。

※ 具体的な学習活動に即して、○○には、①粘り強さ、②学習の調整、③実感や自信に
関して具体的に表したものを、△△には具体的な児童の姿を記述する。



指導と評価の計画 事例１＜内容(7) 第２学年＞

※単元の評価規準の指導計画への位置付けについては、総括的な評価を行うためにも、児童の姿となって表れやすい場面、全
ての児童を見取りやすい場面を選定することが重要である。

学習評価については、日々の授業の中で児童生徒の学習状況を適宜把握して指導の改善に生かすことに重点を置くことが重
要であること。したがって観点別学習状況の評価の記録に用いる評価については、毎回の授業ではなく原則として単元や題材
など内容や時間のまとまりごとに、それぞれの実現状況を把握できる段階で行うなど、その場面を精選することが重要である
こと。 （平成31年３月29日付け文部科学省通知より）

参考資料 Ｐ45、46


